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 コードNo. メーカーコード 品 名 標 識 容 量 希望納入価格(円）

 ― 115-005-174 非標識 1.0mg 25,900 

 ― 115-485-174 DyLight 488 0.5mg 38,600 

 ― 115-505-174 DyLight 549 0.5mg 38,600 

 ― 115-165-174 Cy3 0.5mg 36,800 

 ― 115-515-174 DyLight 594 0.5mg 38,600 

 ― 115-495-174 DyLight 649 0.5mg 38,600 

 ― 115-065-174 Biotin-SP 0.5ml 33,000 

 567-73691 115-035-174 Horseradish Peroxidase 0.5ml 30,800 

 ― 115-055-174

抗マウスIgG, Light鎖＊特異的, 

ヤギ、アフィニティー精製 

(MinX ウシ、ヤギ、ウマ、ヒト、 

ウサギ、ラット、ヒツジ Ig） 

Alkaline Phosphatase 0.5ml 36,600 

 ― 211-002-171 非標識 1.0mg 25,900 

 ― 211-482-171 DyLight 488 0.5mg 38,600 

 ― 211-502-171 DyLight 549 0.5mg 38,600 

 ― 211-162-171 Cy3 0.5mg 36,800 

 ― 211-512-171 DyLight 594 0.5mg 38,600 

 ― 211-492-171 DyLight 649 0.5mg 38,600 

 565-75571 211-062-171 Biotin-SP 0.5ml 30,800 

 569-72931 211-032-171 Horseradish Peroxidase 0.5ml 30,800 

 561-76651 211-052-171

抗ウサギIgG, Light鎖特異的, 

マウスモノクローナル抗体, 

IgGフラクション 

(MinX ウシ、ヤギ、アルメニアン

ハムスター、ウマ、ヒト、マウス、 

ラット、ヒツジ Ig） 

Alkaline Phosphatase 0.5ml 34,000 

 ― 112-005-175 非標識 1.0mg 25,900 

 ― 112-485-175 DyLight 488 0.5mg 38,600 

 ― 112-505-175 DyLight 549 0.5mg 38,600 

 ― 112-165-175 Cy3 0.5mg 36,800 

 ― 112-515-175 DyLight 594 0.5mg 38,600 

 ― 112-495-175 DyLight 649 0.5mg 38,600 

 ― 112-065-175 Biotin-SP 0.5ml 33,000 

 ― 112-035-175 Horseradish Peroxidase 0.5ml 33,000 

 ― 112-055-175

抗ラットIgG, Light鎖＊特異的, 

ヤギ、アフィニティー精製 

(MinX ウシ、ヤギ、ウマ、ヒト、 

マウス、ウサギ、ヒツジ Ig） 

Alkaline Phosphatase 0.5ml 36,600 

＊：本抗体は、主にκ鎖と反応します。 一次抗体のλ鎖の検出には適しておりません。

【関連製品】 

U.T.

Jackson� カタ������ 
高品質、充実した二次抗体の品揃えで有名な

Jackson社の製品カタログが発行されました。新製品

の“DyLight標識二次抗体”も掲載されております。

是非ご請求下さい。 

 

[カタログ請求先] 
Wako BioWindow 係 

E-mail: biowin@wako-chem.co.jp

F A X: 06-6233-3409 

U.T.

Tocris� ポスター���� 
◆ポスター名： 

The Neurobiology of Alzheimer’s Disease 
アルツハイマー病を神経生物学的にまとめたポスターです。 [ポスター請求先] 

Wako BioWindow 係 

E-mail: biowin@wako-chem.co.jp 

F A X: 06-6233-3409 
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二価性試薬（NTA Type） 

Isothiocyanobenzyl-NTA 

N -[5-（4-Isothiocyanatobenzyl）amido-1-carboxypentyl]iminodiacetic acid 
 

Isothiocyanobenzyl-NTA（ITC-Bz-NTA）＊は、生理的条件下においてアミン化合物、アミノ基を有する生体分子や、固体表

面など様々な物質にキレート部位を導入できます。NTA は重金属と安定なキレートを形成するため、NTA と結合した化合物、

生体分子、固体表面に金属イオンを導入することが可能です。これら金属キレート化合物は、金属イオンと相互作用する特定

の物質の検出や分離に用いることができます。 

まず、Isothiocyanobenzyl-NTA を 1 級アミノ基を有する物質と反応させ、次いで Ni（II）を加え錯形成させます。しかしこの段

階では、Ni（II）の配位座は Isothiocyanobenzyl-NTA によって完全には満たされず、空いた部分には水が配位しています。この

Isothiocyanobenzyl-NTA の Ni（II）錯体に 6 個のヒスチジンを発現させたタンパク質（His-tagged protein）を加えると、ヒスチジン

部分がNi（II）に配位するため、特異的かつ一定方向に固体表面に結合されることになります（この結合は強固ですが、フリーの

ヒスチジンやイミダゾールによって可逆的に解離します）。 

＊：NTA＝Nitrilotriacetic acid 

【標識反応】 

 コードNo. メーカーコード 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 347-91371 I279 Isothiocyanobenzyl-NTA 10mg 18,400 

【関連製品】 

AB-NTA free acid 

Maleimido-C3-NTA 

 コードNo. メーカーコード 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 340-08071 A459 AB-NTA free acid 100mg 12,600 

 345-90711 M035 Maleimido-C3-NTA  10mg 16,600 

 G.KY.

●His-tag等の結合、検出、分離に使用可能 
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骨形成（発生）の研究に最適な培養容器をご提案します  
 

オステオアッセイ 
オステオアッセイ表面は骨形成細胞の機能的特性をサポートする骨の構造を模倣した

ユニークな三次元構造をしております。ポリスチレン上に無機の結晶性りん酸カルシウムを

特殊技術によりコーティングしております。in vitroの骨細胞アッセイのために幅広くお使い

頂けます。 

【特 長】 
●骨形成の研究に用いられる象牙切片または骨のスライスの代替となります。

●袋から取り出したら直ぐに使用可能で、面倒な前処理は不要です。 

●アッセイ表面の準備のための時間とコストを削減します。 

●ロット毎の品質が一定のため、再現性のある結果が得られます。 

オステオアッセイ表面で培養しているRaw 264.7
細胞をRankLで処理した。破骨細胞と骨吸収に
よるピットフォーメーション（暗く見える部分）が観
察された。 

【関連製品】 

オステオアッセイ表面の
電子顕微鏡写真 

アプリケーションの例 
◆ピットフォーメーションアッセイ 

◆破骨細胞の分化アッセイ（TRAP 染色） 

◆破骨細胞・骨芽細胞の培養 

◆転移細胞と破骨細胞の共培養 

■象牙質切片とのパフォーマンス比較 

オステオアッセイ表面 象牙質切片 

ヒト破骨前駆細胞を分化誘導剤を添加した培地を用いてオステオアッセイ表面と象
牙質切片上でそれぞれ5日間培養した後に細胞を除去し、表面にできたピット（吸収
窩）を観察した。オステオアッセイ表面（左）は染色なしで明確なピットを観察できた。
象牙質切片（右）はピットを可視化するため、トルイジン青染色を行った。 

オステオアッセイ表面で培養しているRaw 264.7
細胞をRankLで処理した後に染色した。 
（Rhodamine-phalloidin, DAPI, Vinculin染色） 

 コードNo. メーカーコード 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 644-12411 3987 オステオアッセイ表面 24ウェルプレート、バーコード付き 4枚 28,000 

 641-12421 3988 オステオアッセイ表面 96ウェルプレート、バーコード付き 4枚 72,000 

 

 コードNo. メーカーコード 品 名 規 格 容 量 希望納入価格(円）

 182-01471 10µg  37,000 

 186-01474 50µg 148,000 

 188-01473 

― 可溶性RANKリガンド, ヒト, 組換え体 生化学用 

1mg 照会 

 188-02291 ― 可溶性RANKリガンド, ラット, 組換え体 細胞生物学用 10µg  39,000 

 157-02121 ― 
オステオプロテゲリン（22-202）（OPG）, ヒト, 

組換え体 
生化学用 25µg  59,000 

 294-67001 ― TRAP/ALP染色キット 病理研究用 60回用  25,000 

 342-07431 D212 
Cellstain DAPI 

（4',6-ジアミジノ-2-フェニルインドール二塩酸塩） 
― 1mg   4,000 

G.K.
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スフェロイドがマトリックスやゲルに埋もれていないため、免疫染色や切片の

作製も簡単にできます。単層培養では実現し得ない、細胞の機能分子の発現

や局在が観察できるのも、ナノカルチャープレートなら可能です。 

  
球状細胞 

移動 

細胞同士の接着 

シグナル伝達 

細胞の接着 

単層培養では見られなかった細胞のフェノタイプを引き出す 

NanoCulture® Plate 
がん細胞、正常細胞を問わず、接着細胞はナノカルチャープレート上に丸

い形で接着し、パターン上を歩き回って細胞間接着によりスフェロイドを形成し

ます。操作は簡単です。細胞を撒くだけです。 

ナノカルチャープレート培養表面のパターン

 

マイクロスクエア(MS) 
パターン 

マイクロハニカム(MH)
パターン 

HeLa細胞がナノカルチャープレート上で形成

したスフェロイドのSEM像 
細胞が培養表面のパターンを掴んで接着している

様子がわかる。 

（データご提供：早稲田大学 並木秀男 先生） 

 

MCF7細胞のスフェロイド 
CalceinAMで染色し共焦点顕微鏡で観察すると、

管腔を形成している様子がわかる。 

（データご提供：早稲田大学 並木秀男 先生） 

 

ナノカルチャープレート 

ナノカルチャープレートの特長 

ナノカルチャープレートの底面には均一な微細パターンを特殊な技術で形

成します。パターンの高さも正確にコントロールして、細胞がパターンのビーム

をしっかりとグリップします。マトリックスやゲルなどを一切含まないため、ロット

間のばらつきもなく、高い再現性でスフェロイドを形成します。 

ほとんどの細胞がスフェロイドを形成 

ナノカルチャープレート上に細胞を播種すると、細胞がプレート底面を活発

に移動しながら細胞同士が接着することにより、スフェロイドを形成します。スフ

ェロイドの形態は細胞により異なり、細胞外マトリックスを大量発現し高密度の

スフェロイドを形成する細胞や、極性を示し管腔形成する細胞もあります。細

胞が自己の由来を表現したくなる、そういう足場をナノカルチャープレートはご

提供致します。 

HT29細胞のスフェロイド形成の経時変化

播種直後 1日後 3日後 7日後 

 

水平方向（左から順に、上・中・下） 

垂直方向

スフェロイドの立体画像 
左：横から見た図、右：下から見た図

単層培養 

ナノカルチャープレート 

タンパク質の発現量や局在が変化 

panc-1細胞のスフェロイドの蛍光免疫染色 
ガラスプレートまたはナノカルチャープレートで5日間培養し

た後、蛍光免疫染色して共焦点蛍光顕微鏡により水平方向

に撮影。画像解析ソフトを用いて垂直方向画像及び立体画

像を作成した。スフェロイドでは細胞間とナノカルチャープレ

ート接着面にF-アクチンが局在している。 

緑：a-tubulin, 赤：F-actin, 青：DAPI 

（データご提供：日本医科大学 松田陽子 先生） 
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 コードNo. メーカーコード 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 307-94471 NCP-LS96-2 2枚 28,380 

 303-94473 NCP-LS96-10 
NanoCulture® Plate MSパターン，低接着，96ウェル 

10枚 93,330 

 304-94481 NCP-LS24-2 2枚 28,380 

 300-94483 NCP-LS24-10 
NanoCulture® Plate MSパターン，低接着，24ウェル 

10枚 93,330 

 301-94491 NCP-HS96-2 2枚 28,380 

 307-94493 NCP-HS96-10
NanoCulture® Plate MSパターン，高接着，96ウェル 

10枚 93,330 

 304-94501 NCP-HS24-2 2枚 28,380 

 300-94503 NCP-HS24-10
NanoCulture® Plate MSパターン，高接着，24ウェル 

10枚 93,330 

 301-94511 NCP-LH96-2 2枚 28,380 

 307-94513 NCP-LH96-10
NanoCulture® Plate MHパターン，低接着，96ウェル 

10枚 93,330 

 308-94521 NCP-LH24-2 2枚 28,380 

 304-94523 NCP-LH24-10
NanoCulture® Plate MHパターン，低接着，24ウェル 

10枚 93,330 

 305-94531 NCP-HH96-2 2枚 28,380 

 301-94533 NCP-HH96-10
NanoCulture® Plate MHパターン，高接着，96ウェル 

10枚 93,330 

 302-94541 NCP-HH24-2 2枚 28,380 

 308-94543 NCP-HH24-10
NanoCulture® Plate MHパターン，高接着，24ウェル 

10枚 93,330 

 309-94551 NCP-LSH96-2 NanoCulture® Plate MS/MHパターン，低接着，96ウェル 各1枚 28,380 

 306-94561 NCP-LSH24-2 NanoCulture® Plate MS/MHパターン，低接着，24ウェル 各1枚 28,380 

 303-94571 SD4X Spheroid Dispersion Solution（4×） 15ml  9,430 

 300-94581 SLB Spheroid Lysis Buffer  7.5ml×2  4,290 

 307-94591 NCM-M50 50ml  4,560 

 303-94593 NCM-M100 50ml×2  8,380 

 301-94594 NCM-M200 

NanoCulture® Medium Mタイプ＊ 

50ml×4 13,140 

 300-94601 NCM-R50 50ml  5,520 

 306-94603 NCM-R100 50ml×2  9,330 

 304-94604 NCM-R200 

NanoCulture® Medium Rタイプ＊ 

50ml×4 16,950 

 
＊：お客様がお使いの培地またはMタイプの培地でスフェロイドが形成されなかった場合、Rタイプの培地をお使い頂くとスフェロイドが 

形成されることがあります。 

 G.K.

生理活性ペプチド製品を多数収載 

ペプチド��� �カ���No.28���� 
ペプチドは多彩な生理機能を発揮し、生命の恒常性を維持する基本的な物質です。

この度、ペプチド研究所よりカタログが一新されました。新たな生理活性ペプチドを加え、

より充実したラインアップになっております。是非、ご請求下さい。 

 

[カタログ請求先] 
Wako BioWindow 係 

E-mail: biowin@wako-chem.co.jp

F A X: 06-6233-3409 

U.TN.
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完全合成三次元マトリックスゲル 

QGelTM MT 3D Matrix 
QGelTM MT 3D Matrix は PEG を材質とした完全合成三次元マトリックスです。 

QGelTMは完全合成のため、従来の動物由来の三次元マトリックスと違い、ロット間の差

もなく、トランスコンタミネーションのリスクも減少でき、安定性と高い再現性を可能としまし

た。また、MMP 分解性がありますので、細胞自身がゲルの中を自由に移行することがで

きます。お使いの細胞溶液と QGelTM バッファーを QGelTM MT ３D Matrix 粉末に加える

だけで、約 5～10 分でゲルが形成されます。温度、pＨ調節の必要性もありません。 

【特 長】 
●MMP 分解性があるので、細胞自身の移動が可能 

●ロット間の差が低く、再現性が高い 

●操作が簡単 

用途に合わせて三種類の製品をラインアップしています。 

①REF1001 MMP 分解性があり、RGD ペプチド＊が含まれています。 

②REF1004 MMP 分解性があり、RGD ペプチドは含まれていません。実験系に応じて添加するペプチドを選択できます。 

③REF1007 MMP 分解性はありません。RGD ペプチドが含まれています。 

MMP 分解性と RGD 含有をお好みの用途でお選び頂けます。 

＊：RGDペプチド：R＝Arginine, G＝Glycine, D＝Aspartic Acid。RGDペプチドは細胞接着を促進します。 

QGelTM MT 3D Matrix は、凍結乾燥粉末品でバイアルに入っており、1 バイアルで 500µl のゲルが作製できます。 

QGelTM バッファーを使用することにより、優れたゲルの作製が可能となりますので、合わせてご購入下さい。 

ゲルディスクを作成する際に、ディスクキャスターをご使用されますと大変便利です。 

QGelTM REF4001ディスクキャスター 

今回発売しました、軟性 QGel Matrix のせん断弾性率は、800～1,000Pa です。 

QGel 社ホームページ（www.qgelbio.com）をご参照下さい。 

 

未発売 

REF1001 500µlゲル REF1007 500µlゲル 

REF1004 500µlゲル 

１）ゲル内では、MMP分解性のある環境を

ご希望ですか？ 

No Yes 

Yes 

No 

細
胞
接
着
性 

非
細
胞
接
着
性 

分解性 非分解性 

2）ゲル内では、

細 胞 接 着 性

のある環境を

ご 希 望 で す

か？ 
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【使用方法】 

【使用例】 
右の写真は、QGelTM MT 3D Matrix REF1001 を使用し、三週間経過した 

人間の包皮繊維芽細胞（350,000cells/ml）の共焦レーザー顕微鏡写真です。 

細胞が三次元のジェル内で移行し、増殖したことを確認することができます。 

【応用例】 
◆rhBMP-2 を用いた、骨の欠損部の修復。 

◆VEGF（血管内皮細胞増殖因子）を用いた血管形成組織の成長促進。 

【参考文献】 
1) Dr. Simone Rizzi, C. Gandar  QGelTM – Internal Data on File. 

2) Lutolf M et al., Repair of bone defects using synthetic mimetics of collagenous extracellular matrices, Nature Biotechnology, 2003.  

3) Zisch A et al., Cell demanded release of VEGF from synthtiec, biointractive cell-ingrowth matrices for vasculararized tissue growth, The FASEB Journal, 2003.

4) Lee S et al., Engineering integrin signaling for promoting embryonic stem cell self-renewal in a precisely defined niche, Biomaterials, 2009. 

 

 

 

 コードNo. 品 名 容 量 希望納入価格(円）

 510-87611 QGelTM REF1001MMP分解可能RGD含有 20mg 25,000 

 517-87621 QGelTM REF1004MMP分解可能RGD非含有 20mg 25,000 

 514-87631 QGelTM REF1007MMP分解不可能RGD含有 20mg 25,000 

 511-87641 QGelTM REF2001MMPバッファーA 4ml  2,500 

 518-87651 QGelTM REF4001ディスクキャスター 1セット  2,500 

G.OR.

QGelTM MT 3D Matrix粉末にQGelTMバッ

ファーA 400µlを加え、約10秒間ボルテック

スします。 

細胞懸濁液100µlを加えてすばやく 

ボルテックスします。 

すばやくQGelTM 3Dディスク

キャスター（または同等の容

器）に数滴入れます。 

注意しながらディスクキャスターの蓋を

し、細胞培養装置に入れ、37℃で30～

45分間培養します。 

PBS（りん酸バッファー化生理食塩

水）をゲル・ディスクの周りにピペット

で入れ、QGelTM 3Dディスクキャスタ

ーをゆっくりと開けます。 

ゲルがキャスター表面へくっつかないよ

うに、スパチュラでディスクの端から少し

持ち上げ、PBSを上、下の接触面を通し

て流れこむようにします。 

ディスクキャスターを開けたら、スパ

チュラを使って各ディスクをゆっくりと

取り出します。 

各ゲル・ディスクを、暖めた培地1ml
が入った24wellプレートに移します。

2時間たったら培地を交換し、その後

は実験条件に従って交換します。 


